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A Study of the Changes on Metal Surface Caused by Electrolysis 
in Metallic Salt Solutions (Report 4) 


Distributions of A-V curve observed by changing area of 


copper anode surface 


By Nobuteru AWA 


The distributions of the A-V curve, at a constant bath voltage, were verified in the experi- 
ment in which the measurment was repeated without changing the immersed anode which 
had once been passivated in a solution. 

There was not a great variation of the passivation voltage in a comparatively dilute solution 
through a series of this experiment because of the fact that copper sulphate which was deposited 
on the surface f the anode peeled off easily by themselves. The decreasing tendency of the 
current at the second passivation voltage was, however, clearly observed in accordance with 
a thickening of the concentration solutijons. The passivation of the anode above 282 con- 
centration of copper sulphate solution was prevented entirely by the adherent formation of the 
oxide films on the surface of the arsde. 

This experiment was performed with the idea of observing the situation of copper sulphate 
deposited on the surface of the anode in the various concentrations of copper sulphate solution ; 
and then of verifying the mutual relationship between the passivation and the concentrations 


of the solutijon used. 


i 

金属 表面 の 状態 な 周囲 の 環境 に 表 配 され , 変 枯 状 態 な 
半 活性 - 受 動態 性 の 変化 の 場合 に 着 し く 現 は れる . 活性 金 
属 表 面 が が 受 働 熊 化 する 為 に は 電解 牙 分 子 を 含有 する 水深 
液 の 電解 或 な 電池 構成 と よっ つて 陽極 表面 に 酸化 物 皮 杉 を 
形成 する の に 必要 な 酸素 を 生成 する と と に よ つ て 行 は れ 
る と 友 見解 が 様々 な 実験 に よ つ て 確か あら れ た . 但し , 
低温 で 結 品 を 作り 得 る 硫酸 銅 の 様 な 場合 に は な 陽極 固 落 の 
問題 が を る と 考 を た . 外部 電源 に よっ つ て 活性 状態 に ある 
銅 陽極 と 陰極 と の 間 に 電 圧 を 与 を そる と 陽極 の イオ ン 化 の 
促進 に よ つ て 電極 間 に 電 流 が 通じ , 電流 は 第 一 段 的 変化 
を 示 あ す 他 は 電圧 に 略 比 例 し て 高まる が 陽極 の 受 働 態 化 
1 が 行 は な れる と , 溶解 が 減じ て 電流 の 飛 忠 的 降下 が 起 る . 
と の 急激 な 変遷 程度 は 硫酸 銅 漠 鹿 大 な る 程 大 きく 漠 鹿 小 


な る ほど 緩 恨 な 変 恩 と 共に 受 働 態 化 後 の 次 解 が 大 きく な 
る . 以上 の 様 な 陽極 の イオ ォ ン 化 の 加速 と 抑制 の 程度 は 
A-V 変化 の 観測 に と よっ つて 知 得 出来 る . 

本 報 は な 受 働 態 化 現象 を 惹起 する 意 に 必要 な 皮 杉 の 状態 
を 種々 な 濃度 の 硫酸 銅 水深 液 た 就 い て 検討 する 目的 を も 
つて , A-Vi 変 化 の 観測 を 陽極 を 浸漬 せな し あたる 本 まま の 状 
態 で 何 回 る 繰返し て 行い その 場合 の 曲線 の 変化 に よっ つて で 
陽極 表面 に 於 ける 既存 の 不 次 乃至 難 溶 で あぁ る 彼 復 物 層 が 
穴 定 状態 で ある か , 容易 に 局 損し 或 は な 再生 状態 に よっ つ で 
保護 的 作用 を な する の で ある か な か 或 は 硫酸 銅 の 結 品 が 固 義 
する が た めで ある か を 確か な る と と を 主 宙 と し た . 


2. 定 験 方 法 


測 冒 装置 及び 方 法 は 本 研究 第 1 報 の 場合 に 用 いた る も の 
と 大 体 同様 で ある . 
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質 動 抵抗 器 に よっ つて 浴 電 圧 を 0 か ら 6 volt に 高 あ る 
上 和 昇 速度 を 4 分 と する を 原則 と し , 受 働 熊 化し た る 場合 
に は その 位 放 置 す る と と 2 分 , 計 6 分 間 に し て で A-V の 
変化 を 観測 し た な ら ば 陽極 を 浸漬 の る まま ヽ の 状態 で 30 秒 
放置 し その 間 に 陰 極 を は ず し て 浴 電 圧 を 0 に 戻し , 次 に 
陰極 を 前 処理 を し た 新た な 銅 線 た に 談 換 し て 再び 同一 測 汗 
を 繰返し て 行う . 従 つ で て と の 場合 の 陽極 は 一 端 受 働 熊 化 


せら れ た 銅 表面 を 再び 実験 に 供する 方 潜 で , 受 働 態 化 後 

の 放置 或いは な 陰極 を 交換 する 場合 の 時 間 る 原因 し で て で く 

る . 彼 般 物 層 が が 統 密 に し て 完全 な る の で あぁ あれ ば 保護 的 作 

用 に よ ょ つて 次 の 攻 解 が 阻止 され , 芯 損 が 容易 な る る の で 
は 次 の 観測 に 於 ける 電流 の 変化 が 小さ い 箸 で ある . 

目盛 付 特 軸 硝 子 容器 に 直径 1.2mm の 純銅 試験 線 を 漫 

漬 す る 時 の 状態 な 極 間 距 離 3.0cm, 電極 の 浸漬 深 慶 5.0 
(測定 回 数 ) 
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筑 ! 図 連続 測定 回 教 10 回 の A-V 曲線 


re 


E 
: 


a 


金属 才 水 導 液 の 流 電 作用 に よる 金属 表面 の 恋 固 に 関す る 研究 


“mm その 時 の 液 量 約 100cc に し て 液 温 は な : 16°C ( 液 温 誤 
0159) で お る 


3. 実験 結果 と 少 寮 
種々 な 濃度 の 硫酸 銅 水深 座 と CuSO』5H。0 : 200g, 


| H2SO。4:50g, 蒸溜 水 (PH6.8) :17 の 組成 を 有する 一 


上 肖 的 標 誰 の 酸性 銅 電 鐘 夏 に 就 い て 連続 測 江 回 数 10 回 包 
を 観測 さる A-V 曲線 の 一 部 は 第 1 図 の 如く で ある . 
本 実験 の A-V- 曲線 より 得 ら れる 長 初 の 受 働 熊 化 現象 
: は 硫酸 銅 濃度 が が 約 722 以上 の 場合 で ある が , 陽極 を 漫 病 
し た る まさ いで 同一 測定 を 繰 返 す と 約 4.52 水 芝 液 に 於 け 
る 875 至 9 回 の 連続 測定 に 於 いて 受 働 態 化 現象 が 認 あ ら 
れる 様 に な り そ れ より 濃度 を 次 第 に 高 あ で ゆく と より 少 
な い 測 規 回 数 に 於 いて 容易 に 受 働 態 化 さ れる 様 に な る . 
4.522 以下 の 極め て 稀 薄 な 水深 液 に 於 いて は 繰返し 測定 


| する る 所定 浴 電圧 に 於 ける 電流 の 減少 は 殆ど な く , 従 


"つて 曲線 型 体 の 変化 は 全く 衣 あ られ な い . 
雌 較 的 科 薄 な 水深 液 で 受 働 態 化 現 人 象 示 認め られ る 協和 穴 
に は , 一 度 受 働 態 化 さ れ た 陽極 表面 被覆 の 勤 損 と ょ っ つ で 


: 最 初 に 測定 され た 銅 表面 と 等 し い 状 態 と な る が 故に 繰 返 


て 人 鈴 測 され る 曲線 は な 同型 と な り 所 塞 浴 電圧 に 於 ける 電 


: 流 が そろ つて で くる が , 肥 次 濃度 を 高 あ で 測 規 し で ゆく と 


既存 被覆 の 破壊 が 完全 で な く な り , 受 働 態 化 電圧 と それ 
た 伴 な 5 電流 が 2 回目 の 測 填 より 急激 に 低下 し あぁ る 回 数 
を 越え る と と に よ つ て 緩 了 島 と な つて くる . 即ち 保護 的 作 
用 が 完全 で な い 皮 杉 の 構成 一座 安 定 に な つた 感 が あぁ 
= る . 然し 更に 濃度 の 高い 硫酸 銅 水溶 液 中 に 於 いて は 一 度 
受 働 態 化 する と と に よ つ て 陽極 表面 の 銅 と 陰性 成分 と は 
: 売 全 に 結合 し て 強 周 な 皮膜 を 作る の で 2 回 目 の 測 志 で 既 
に 陽極 の 可溶性 氷 陽 止 され て 電流 の 通過 を 認め な く な 
: る . 即ち 約 28 及 以上 の 測 厚 な 硫酸 銅 水溶 液 中 た 於 ける 


・ 陽極 の 愛 働 態 化 は 急激 目 完全 に 行 は なれ 紋 密 な る 皮膜 を 作 


: 成 し で て 六 に 対し て 安定 と な る の で ぞ で 極 間 の 電圧 を 高 あ で も 
"電流 は 通じ な い % ゃ の と 考え られ る . 実験 結果 より 一 定 測 
』 農 の 硫酸 銅 水 溶液 中 に 於 ける 鋼 陽 極 の 受 働 態 化 電圧 及び 
: 受 働 態 化 時 の 電流 と 測定 回 数 と の 関係 を 示 め あせ ば 第 2 図 
: の 如く , 又 志 まつ た 測定 回 数 に 於 ける 変化 と 硫酸 銅 濃 慶 
と の 関係 は 第 3 図 の 如く で ある . 

1022 水 溶液 に 於 いて は 1 回 目 に 観測 され る 受 働 態 化 電 
』 圧 より る 2 回 , 3 回 で 示さ れる 受 働 態 化 電圧 の 方 が が 高く 
- そ の 後 の 測定 を 繰 返 す 事 に と よ つ て 次 第 に 低下 され る . 又 
:202 水 溶液 で は 5~7 回 の 愛 働 態 化 電圧 と それ に 伴 な 5 
電流 が 4 回 の 場合 まり 却 つ て 高まり その 後 は 次 第 に 低下 
きれ る . 即ち , 前 者 は 最初 に 測定 され た 錦 陽 極 の 表面 よ 


3 


第 2 図 受 働 態 化 電圧 及び 受 働 態 化 時 の 
電流 密度 と 測定 回 数 と の 関係 


49 20 
銅 濃 度 


第 3 図 受 生 態 化 電 圧 及 び 受 短 熊 化 時 の 
電流 密度 と 硫酸 銅 濃 度 と の 関係 


0 
(% 重量 


30 40 


り る 浸漬 の る まま い の る の 状態 で 次 の 実験 た 使用 せら れ 素 面 の 方 
が が 一層 溶解 作用 に 富ん だ 活性 状態 を 有 し て いる ゃ の と 推 
定 さ れる か ら 最 初 の 受 働 態 化 で 生成 され た 皮膜 は な 極 あ で て 
薄く 疲 中 に 放置 する の みのる 状態 で 容易 に 世 損 し 遂に は 創 
腕 が 全面 的 に 拡大 し て 活 販 銅 と し て の 順調 な 溶解 を 行 5 
意 で ある . 後者 な 陽極 表面 に 難 深 性 な る 皮膜 を 生成 し で 
陽極 の 溶解 が 閉 し く 限 止 さ れ そ の 陽極 に ょ つて 再び 電圧 
を 高 な る 電極 間 に 通 じ 得 る 電流 は 極 あ で て 小さい. 従 つ 
で て 受 働 態 化 時 の 電流 は 其 初 の 測定 に 於 いて の み 大 きく 示 
あさ きれ, 受 働 態 化 せ られ た 陽極 の 皮膜 な その 液 た 対す る 
保護 的 作用 が 極め て 完全 に し て 上 且 一 規 さ れ た 状態 で ぐ で ある 
と 見 仔 さ れ , 受 働 態 化 の 溶解 あぁ る ゃ 低 電圧 で 直ちに 電流 
降下 の 現象 を みる . よ っ て で 5 へ ~7 回 の 不 統 一 な 結果 は 既 
存 被 相 物 の 僅か な 破壊 た ょ つて で 被 柱 物 層 を 通じ で , その 
下 表 面 の 銅 の 溶解 作用 が 行 は れ そ の 時 に 陽極 表面 に 生成 
せら れ た 茶 乃 双 奈 白色 の 析出 物質 が 人 梨 苑 され る か , 夢 な は 
流 電 作用 の 多少 の 相違 に よ つ て 生ずる る の で ある と 考 療 
され る . 然し 濃 席 大 な る 水落 液 で は 繰 返 す 測定 毎 に 電流 
対 陰 下 し , 遂に は 全く 電流 を 通じ な い 様 に た なる か ら 以 上 
の 如き 不 統 一 な 現象 は ない . その 濃度 は 大体 22.52 以 
上 の る 水 溶 液 の 場合 に 認め られ る. 

千 点線 で 示 め され る 酸性 銅 電 鐘 硫 に 於 いて は 保護 的 皮 
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栓 の 惑 捉 が 容 英 に し て 次 の 測定 に 於 ける 陽極 表面 は 最初 
の 測 規 に 使用 され た 活性 状態 の 銅 表面 と 同じ 様 に 順調 に 
作用 する か ら A-V の 型 体 所定 浴 電圧 で 示 め され る 電 
流 る 最初 の 状態 に 略 等 し い . 従 つ て 鋼 陽 極 の 表面 は 酸性 
銅 電 鐘 護 に 対し て 極 あ て 良く 溶解 し 委 激 且 完 全 に 受 働 態 
化 さ れ で る る 短 時 間 液 中 に 放置 する の み で 皮膜 は な 容 頑 に 玉 
脱 を な られ て 活性 状態 に 化す 性 質 を 有 有 し て いる . 

以上 る の 様 な 系 統 的 な る 関連 性 は A-V 曲線 に よく 示 め あめ 
され , 受 働 態 化 後 の 浴 電圧 下降 ・ 電 流 上 妖 の 逆 変 化 に 於 
いて る 弥 が われ る 事柄 で , 逆 変 化 は 硫酸 銅 濃度 小 な る と 
大 に 強く 濃 席 大 な る と と に よ つ て 弱く 282 以上 の 濃度 
で は 既に 逆 変 化 が 認め あら れ な く な る . 即ち 所 定 浴 電圧 に 
於 いて 示 あ され る 電流 の 低下 は 皮相 が 航 密 に し て 保護 的 
作用 の 完全 な る の ほど 小さ く な る が 為 で ある . 従 つ て 漠 
厚 な 水深 液 中 に 於 いて 一 度 受 働 態 化し た 人 表 面 が 次 の 測 
定 で 既に 難 深 性 と な る 事実 は 受 働 態 化 後 の 逆 変 化 が 陽 目 
され る 結果 に 一 致し て いる ゃ る . 

人 告 , 測定 を 繰 返 す 毎 に 陽極 は 溶解 し て 表面 積 を 減少 す 
る か ら 可 溶性 の 測定 の 場合 に は 全般 的 に 浴 電 圧 上 昇 ・ 電 
流 降 下 の 傾 向 を 示 め し て くる 事 を 考 應 すべ き で ある . 


4. 結 言 


銅 陽極 の 表面 に 生成 され る 皮 覆 は 硫酸 銅 の 稀 薄 水溶 液 


に 対し て は 容易 に 皿 損 し て 活性 化し 克 く 濃厚 水溶 液 に 対 
し て は 維 蜜 に し て 上 且 完 全 で あぁ る か ら 陽 極 な 難 芝 性 と な つ 
て 共 解 が 閉 し く 阻 止 な られ て その 後 の 変化 示 中 止 す る . 
然し 酸性 銅 電 鍼 液 の 如く , あぁ る 程度 の 硫酸 を 添加 する 場 
合 に は , ある 限界 肉 の 硫酸 銅 濃度 に は 無関係 に 局 損 し 多 
い 皮 膜 と な つて 全く 最初 と 同じ 活性 状態 の 金属 表面 に 複 
帰す る 可能 性 夫 大 きく な る . 上 述 の 現象 は 硫酸 銅 が 結 品 


度 に 準ずる も の と る 解せ られ る . 
著者 2 の 等 は タン タラ ム , タン ダグ ステン,。 天 素 の 如き 
電流 を 通じ な い 金 属 , 白金 , 金 , 銀 の 如く 電解 質 成 分 が 


分 解き され る と と に よ つ て 電流 を 通ずる 金属, 及び 銅 , 年 。 


銘 等 の 如く イオ ォ ン 化 作 用 に ょ つ で 電流 を 通ずる 金属 等 ご 
分 類 し て 金属 表面 の 特性 を A-V 曲線 に よ つ て 知 得する 
と と を 説明 し て で きた. 一般に 不 ・ 難 溶性 金属 は 空気 中 ご: 


於 いて で 既に 酸素 を 吸蔵 し て 常に 統 密 で 完全 な る 高級 酸 


化物 を 構成 し 得る が 故に 落 解 は 充分 且 完 全 に 陽 止 され る 
る の で ある が 電解 作用 に よ つ て 活性 状態 か ら 受 働 態 化 せ - 
られ る 様 な 金属 表面 で は 酸化 物 が 生成 し 或 な は 皿 損 すら れ . 
た 皮膜 赤 直 ち に 修復 し で 液 に 対す る 状態 が 不 難 溶性 と な 
る の で ある . 受 働 態 表 面 に 於 ける 酸化 物 の 皮 和 状 は 殆 ん ど 
1 分 子 程度 の 厚 さ で ある と され て いる か ら 匂 離し て その 
存在 を 認識 する 事 は 殆 ん ど 不 可能 で あぁ る が , 陽極 の 受 働 
態 化 に 必要 な 浴 電 圧 は 陽極 の 活性 状態 に ある 金属 を し て 
電解 質 分 子 の 電解 を 惹起 し 酸素 の 固定 せら れる 状態 に 於 
いて 出現 され る も の で あり , 受 働 熊 化 現象 が 金属 壇 濃 度 
大 な る と 共に 低下 する の は 実に それ が 分 解 電圧 の 低下 ご 
関係 し 硫酸 鍼 結晶 を 作る 可能 性 が が あぁ る が 故 で ぁ ある る の と 
考え られ る ”. 即ち 陽極 表面 の 変遷 状態 より 考察 し て 電 
解 生 成 の 酸素 に よる 酸化 物 皮 和 枚 は な はぁ る 状態 に 於 いで て 選 指 
が 容易 に 行わ れる の で 保護 的 作用 を な す 酸 化物 皮 状 を 通 : 
じ て 鍋 が 落 解 され る . 所 調 受 働 態 下 の 深 解 は 液 に 対す る 
陽極 の 酸化 作用 が 完全 で な い 釣 で あり , 受 働 態 下 の 深 解 : 
が 阻止 され る の は 皮膜 が 弧 密 で 安定 な る 交 で ある . 褒 測 
坪 を 繰 返 す る も その後 の 酸化 物 の 成長 は 行わ れ な い 徐 で あ 
る . 即ち 酸化 物 が 勤 損 し な い の は 皮膜 が が その 液 た 対し で 
安定 で ぁ ちり 更に 1 分 子 程度 の 厚 さ に 於 いて 統 寄 に な る 傾 
向 を 持つ て 進行 され る も の で ある と 推 准 され る . 叉 , 3 
価 と し て の 酸化 物 を 生成 し な い 銅 の 場合 に は 硫酸 銅 の 陣 : 
極 析出 に 伴 つ て 受 働 態 化 現象 示 瞬 間 的 に 極 あ で 大 きく 現 . 
は れる も ゃ の と 考 へ られ る . 谷 , 受 働 態 化 以前 に 亜 酸化 錦 
を 生ずる と と , 受 働 熊 化 後 の 侵 僕 示 大 きい と と 等 に 國 し . 
で て は 次 報 で 明らか に し た い :』 

研究 の 間 行 に 際 し て 種々 御 指導 を 賜 つ た 山本 洋一 教授 - 
に 対し 深謝 する 次 第 で ある . 


1) 著者 : 金属 表面 技術 Vol.2, No.1 (1951) 23, 24 


2) 山本 準 一 : 金属 防 側 技 術 (1949 う 51~54 
3) 著者 : 鋳造 機 と 機 城 11, 12 月 (1950) 9~11 
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A Study of the Changes on Metal Surface Caused by Electrolysis 
in Metallic Salt Solutions (Report 5) 


Effect of stirring of the solution on the passivation of the copper anode. 


By Nobuiterg AWA 


The passivation phenomenon of the copper anode influenced by stirring of solutions of copper 
sulphate in an aqueous form was observed by rotating a glass rod with a propeller on its top. 

In this experiment, the results obtained were such that the faster rotation in the copper 
'sulphate solution, on one hand, resulted in the increasing of the bath voltage and the current 
at the very moment of passivation, while, on the other hand, was in the tendency that a stan- 
dard electroplating solution moving had effect on the passivation voltage and the current at 
the moment of passivation greatly increased at the same time. 

These phenomena of increasing passivation voltage are accounted for by the fact that the 
deposition of copper sulphate on the surface of the anode, as a result of the decomposition of 
.electrolytes, resulted in a certain delay due to the attraction power between the anode and 
the negative particles, that was weakened by thickening the concentration and by speeding the 
motion of a solution, by which the passivation voltage had the increasing tendency. 


1, 緒 


電解 芽 水溶液 の 電解 < 又は な 電池 の 構成 ) に こよ る 活性 陽 
入 の 受動 態 化 は その 表面 に 酸化 物 皮 航 を 構成 する に 必要 
な 酸素 が 生成 され る と と に よっ つっ て 行わ れる 見 解 全 を ら 
ED. 

電極 間 の 電圧 を 高 あ る に 従 つ て 旧 極 の 電流 密度 夫 大 と 
な り 圭 面 に 析出 する 酸素 の 量 が 増大 すべ く 金 属 者 誤 な 遊 
離 硫酸 の 集積 が 旨 極 表面 に 増加 し て 受 働 態 化 を 助長 し 
送 に は な 酸化 物 を 生成 し て 受 働 態 化 の 出現 と な る が 屈 に 電 
解 た に 於 ける 陽極 の 受 短 態 化 が 浴 電 圧 の 上 医 速 度 に 志 配 さ 
る PD. 市 し て 濃 慶 大 な る 競 正 液 中 に 於 いて 永 
く 流 電 作 用 を 継続 す に は 比較 的 低い 電圧 の 下 で 受 
働 態 化 が 突発 的 に 起 る . と れ は 電解 生成 物 た る 金属 塩水 


中 


ン 、 圭 
る 場合 


次 液 中 の 険 性 成分 の 集 硫 に よら で 典 化 物 皮 械 を 樽 成す る 
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1) 義 者 : 日 本 大 学 工学 研究 所 藻 報 


第 4 号 で 1952) 4 
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に 必要 な 酸素 を 却 分 に 供給 し 得る 状態 に ある が 為 で ある 

と 説明 すべ き で ある が , 中 級 酸化 物 を 生成 し 得 な い 銅 は 
低温 で よく 結 品 を な す 硫 酸 鉛 水 溶液 中 で 硫酸 銅 の 陽極 析 
出 に よ ょ つて 受 働 態 化 さ れる る の と 考 へ られ る . 

か く の 如 き 考 察 の る と に 液 を 拉 振 し て 旧 極 表面 に 生成 
きれ る 硫酸 銅 あ る い は 酸化 物 皮 航 の 構成 に 必要 な 電解 質 
分 子 を 液 中 に 拡 表 する と と を 佐和 進 す れ ば 活性 と し て の 鋼 
陽極 の 溶解 が が 一層 高 ま つ て 受 働 態 化 が が ある 程度 阻止 され 
る は ず で ああ る, 本 人 研究 は か く の 如 き 見 解 を 財 i る 

を 目的 と し て 遂行 し た . 


実験 方 法 


測定 装置 及び 方 法 は 大 体 本 研究 第 1! 報 に 記載 し た る 
CN 回 “ SCS 直 経 | I 2mm, 長 さ 10cm の 純銅 線 
を 目 算 付 特製 備 子 容 癌 (直筆 5cm 高 さ 915em) に 


] ら か に 
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温 病 し た る 時 の 状態 は 電極 の 漫 注 深 度 5.0cm, その 時 の 
液 量 は 約 225cc で 液 温 は 17°C ( 液 温 誤 差 +19C) で あ 


る 


確 子 容器 の 壁 より 約 1.75cm 離し て 2 本 の 電極 を 立て , 


その 場合 の 電極 間 の 距離 4.0cm と し , 電極 と 壁 と の 申 


0 


心 即ち 容器 の 中 心 に 液 よ り lcm 離し て 失 振 棒 を 置き 
拉 振 椿 を 句 転 する 事 に と ょ よ つて 液 の 拉 挫 を 行 つ た . 所 振 棒 : 
は 直径 0.8cm, 高き 40cm の 円 柱状 の 硝子 棒 と , 同じ 
硝子 棒 の 先端 に 直径 2. 7cm, 厚 さ 0.3cm の 硝子 製 プ 
ペラ を 附 与 せる る の t 2 本 を 別々 に 使い , その 回 転 方 
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は 時 計 の 血 9 方 向 と 逆 で ある . 
挫 拝 棒 の 多 転 は モー ター の 速度 を 抵 寺 器 に よ つ て 加減 
し て , 1 分 間 の 笑 転 数 で .p.m.) を タコ メー ター で 測り 
| 所 望 の 速度 と し た . 


3. ブロ ペラ を 有 せ ざる 硝子 棒 を 回 団 し 
た 場合 

プ ョ ペラ の な いい 硝子 棒 の 挫 振 な 液 中 心 部 の 動乱 の み で 
ある か ら 回 転 速 度 ぶ あぁ る 程度 大 な ら ざ る 限 5 容器 の 壁 に 
向 つ て 生ずる 流動 作用 は な 殆 ん ど 認 あら れ な い . 従 つ て 鋼 
陽極 の 受 働 態 化 に 及ぼ す 影 響 & 比較 的 小さ い . 

本 実験 た 於 ける 描 振 棒 は な 周囲 た 対し て 150~450r.p. 
mm. で 前 後 左 右 約 1 へ ~2mm の 動揺 が ある . 

静 正 及び 150, 250, 350, 450r.p.m. の 所 捧 状態 の 種 
* な 濃度 の 硫酸 銅 水溶 液 及び 一 般 的 標準 の 酸性 銅 電 鍼 液 
CCus0O4・5H20 : 200g, H2SO4 : 50g, 蒸 賞 水 (pH 6.8) 
: 1 の に 就 い て 観測 そる A-V 曲線 の 一 部 を 示 あ せ ば 第 
1 図 の 如く に し て 液 の 揚 挫 に よ つ て 錦 陽 極 の 受 働 態 化 に 
必要 な 浴 電 圧 及 びそ の 時 の 電流 密度 は 僅か に 高く な る 程 
度 で ある . 

と の 実験 の 結果 か ら 静 正 及 び 握 捧 状 態 の 一 漠 度 の 硫 
酸 銅 水 次 液 中 に 於 ける 銅 陽極 の 受 働 態 化 電圧 及び 受 働 態 
化 時 の 電流 密度 と 回 転 速度 と の 関係 を 示 る あせ ば 第 2 図 の 
如く , 叉 一 宇 回 転 速 度 に 於 する 変化 と 硫酸 銅 漢 席 と の 関 
係 な 第 3 図 の 如く で あぁ つて , 液 の 所 振 に と よっ つて 陽極 銅 の 
愛 働 熊 化 の 困難 と な る と と は 明らか で ある . 病 し て 液 の 
| 所 挫 の 影響 は 硫酸 銅 濃度 小 な る と 共に 顕著 と な り , 硫酸 
を 深 加 せる 酸性 錦 電 鐘 液 に た 於 いて は 3522 硫酸 銅 水 落 液 
で 示 あ され る 受 働 態 化 電圧 - 回 転 速度 曲線 と 略 等 し く な 
る を る つて で てぇ 拉 持 の 影響 な 極 あ て 小さ いと と が 理解 され 
2 

愛 働 態 化 電圧 及び 受 働 態 化 時 の 電流 密度 と 回 転 速度 と 
の 関係 曲線 な 僅か に 上 向き の 形 を と る . 


4. プロ ペラ を 附け た 否 子 棒 に よ つ て 拘 
3 基 場 知 
プ ョ ペラ を 附 与 し た 硝子 棒 を 回 転 すれ ば 液 全体 の 循環 
に よ ょ つて ょ よく 措 振 され , 流 電 作用 を 継続 する 場合 に る 流 
動 さ れる と と に よ つ て 容器 内 の 濃淡 の 差 を 減じ る の で 陽 
極 の 受 働 態 秦 に 及ぼ すす 影響 は プロ ョ ペラ の な い 硝 子 棒 の 場 
会 9 は 全 訂 明瞭 で あおる. 
競 正 及び 握 捧 状態 に ちる 種 え な 濃度 の 硫酸 銅 水溶 族 に 
よ まつ て 観 祭 せ る A-V 曲線 の 一 部 は 第 4 図 の 如く に し て 
液 の 拉 振 に ょ つて 陽極 の 受 働 態 化 が 閉じ し く 阻 止 さ れる と 


~~ 
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第 3 図 受 働 態 化 電圧 及び 受 働 態 化 時 の 
電流 密度 と 硫酸 銅 濃度 と の 関係 


と が 確認 され る . と の 系 頃 的 な 結果 より 遂 止 及び 提 捧 状 
態 に あぁ る 一 志 漠 席 の 硫酸 銅 水溶液 た 於 ける 陽極 の 愛 働 態 
化 電 圧 及 び 受 働 態 化 時 の 電流 密度 と 拉 振 速度 と の 関係 を 
図示 すれ ば 第 5 図 の 如く , 叉 一 定 拉 振 速度 に 於 ける 変化 
と 濃度 と の 関係 は 第 6 図 の 如く と な り , 受 働 態 化 電圧 と 
その 時 の 電流 密度 は 一 般 に 措 捧 速 席 に 比例 し て 高 あ られ 
る . 六 の 挫 持 に ょ っ つて 陽 極 の 受 働 態 化 の 困難 と な る 傾向 
は 液 の 稀 薄 に な る と 共に 顕 閉 と な る が , 酸性 銅 電 鍼 液 に 
於 いて は 液 の 提 捧 を 増加 する る 受 働 態 化 電圧 の 高まり は 
繧 や か で その 傾向 は 硫酸 鉛 漠 席 大 な る 水落 液 の 如く で あ 
る . 又 受 働 態 化 時 の 電流 密度 は 硫酸 銅 濃 席 小 な る 水深 液 
に 似 て 非常 に 増大 し て いる . 以上 る の 如く 受 働 態 化 電圧 及 
び 受 働 態 化 時 の 電流 密度 は 提 振 速度 大 な る と 共に プロ ョ マ ペ 
ラ を 有 せ ざる 措 捧 棒 の 場合 より る 一 悦 高 く な る . 然し あ 
る 措 振 速度 を 経過 する と 共に 緩 隊 な 変化 と な る . と る る 様 
な 現象 な 所 振 程度 の 大 な る に よっ つ で 液 上 面 が 凹ん で 液 が 
外部 に 飛 表 する が 如き 実験 の 不 統一 な 状態 に 於 いて 起 る 
と と で ある . 
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第 4 図 


硫酸 銅 濃 慶 小 な る 水溶 液 で は 僅か な 近 に ょ っ つて 受 竹 
悪化 な 閉 く 陽 止 せら れる と 共に 陽極 の 浴 解 は 加速 され 
る . 一 般 に 指 捧 速 度 を 高 あ る に つれ で 受 働 態 化 時 の 電流 
密度 は 除 々 に 高まり 液 の 稀 薄 な る と と に よっ つて 助長 され 
る が , 携 振 に 伴 な ぅ 変化 の 程度 は 液 の 濃淡 に 関 せ ず 静止 


= | ~ 
Pp NN 
“| sg Ne ペ | 
a Sw \ 
= * | 
—— コ ー- i es es a Tt kl ” 
RE TR LS の he eS ES 
冷 計 : 電 語 で V6) 


措 失 速度 に 伴う A-V 曲線 


状態 に 於 いて 示 あ され る 受 働 態 化 時 の 電流 究 度 の 順位 を 
保つ て 率 統 的 に 高まる 様 に な る . 又 受 働 態 化 電圧 及び 受 
働 態 化 時 の 電流 密度 と 提 振 速度 と の 関係 は 上 向き の 形 を 
a 、 

第 5 図 の 15, 202% に 於 ける 変化 の 曲線 示 中 途 で 中 絶 
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第 5 図 受 租 態 化 電圧 及び 受 竹 態 化 時 の 
電流 密度 と 拉 捧 速度 と の 関係 


IO 00 0 0 O10 2 230 40 
硫酸 銅 濃度 (重量 ) 


第 6 図 受 竹 態 化 電圧 及び 受 働 態 化 時 の 
電流 密度 と 人 硫酸 銅 濃 度 と の 関係 


され で いる の は 電源 6volt の 准 電 地 な る が 碑 に 6volt 以 
下 の 浴 電圧 に 於 ける 実験 結果 を 示 あ し た る が 為 で ある . 

以上 の 実験 を 線 合 する と 液 の 所 振 は な 陽極 表面 に 於 ける 
放電 解 芯 分 子 を 拡散 除去 する こと と に よ つ で て 銅 の イオ ォ ン 化 を 
促進 し 受 働 態 化 電圧 が が 低 下す る 見 解 に 全く 一 致し て い 
る 」 病 し て 上 比 の 実験 に 於 いて は 硫酸 銅 濃度 小 な る 水 芝 液 


を 挫 挫 する と と に よっ つて 電解 質 分 子 の 集積 は な 急 に 状 し く 
減じ て 受 働 態 化 に 必要 な る 電圧 は 極め あて で て 大 と な り , それ 


に 反し て 硫酸 銅 漠 度 大 , 酸度 大 る に っ れ て 所 捧 の 影 絡 は 


小さ く な る . 然し 硫酸 添加 せる 酸性 銅 電 鐘 座 で は 受 働 態 
化 電圧 の ぅ ける 影響 は 小さ い 赤 受 働 態 化 に 必要 な 電 洗 が 
極め て 増大 する か ら , 受 働 態 化す る 前 の 所 汗 浴 電圧 に 於 
ける 電流 邊 度 を 高 あ る 効果 が 大 きい る の と いえ を る . 


5. 店 計 


金属 天 水 溶液 中 に 於 ける 陽極 の 受 働 態 化 が 活性 金属 表 
面 に 藤 積 する 金属 塩 あ る い は 電解 質 分 子 の 陰性 成分 に と よ 
つて 起 る 見 解 を 明らか に する と と を 目的 と し て , 特に 硫 
酸 銅 水 姿 液 中 の 銅 陽極 の 受 働 態 化 に 及ぼ す 液 の 握 控 の 影 
響 に 於 いて 実験 し た . その 結果 に よれ ば , 液 の 握 捧 状態 
は 陽極 附近 に 集積 され る 電解 質 分 子 を 除去 する 作用 を な 
し , 腸 極 浴 解 な は 高 あら れ 皮 和 首 の 生成 示 阻 止 さ れる と と に 
よっ つて で 受 働 態 化 電 圧 は 大 と な る . 特に 酸性 銅 電 鐵 液 の 受 
働 態 化 寸前 に 示 あ され る A-V の ⑦ 役 妙 な 動揺 は 太 の 所 捧 
に よる 皮 着 の 不安 定 な る 陽極 表面 の 変遷 状態 で ある か ら 
と の 状態 の まま いで 拉 振 を 中 止 す れ ば 瞬時 の 聞 に 笑 如 と し 
て 受 働 態 化す る . 即ち 液 の 拉 捧 状態 に 於 ける 陽極 の 受 働 
態 化 な 中 級 酸 化物 を 作り 5 得る 陽極 金属 に 於 いて は 酸素 が 
周 冠 する の に 高い 電圧 を 必要 と する が 論 で あり , 中 級 酸 
化物 を 作ら 5 得 な い 陽 極 金属 で は 金属 境 の 析出 に ょ る 場合 
が 考え られ る . 液 の 静 正 状態 の 場合 に は 電解 自 の 集積 が 
増大 し て 充分 な る 酸素 を 生成 し 上 且 固 落し 得る と いう ぅ うと と 
に よっ つて 説明 され る . 

叉 握 持 は 液 の 工 淡 の 差 を 減 ん じ る の で 電 鍼 液 の 場合 に 
は 電流 密度 が 増大 し , 陰極 に 於 ける 鋼 析 出 物 を 観察 する 

一 般 に 弘和 密 で ある. 所 振 は な 実に 液 の テ ネ ル ギー を 大 と 
する と と に ょ よ ょ うっ て 金属 者 の 集積 ある い は 活性 状態 の 陽極 
に 作用 すべ き 酸 素 の 固定 を 抑制 する 一 種 の 物理 的 な る 削 
万 作用 で あぁ る と 考え られる. 研究 の 遂行 に 際 し て 種々 御 
指導 を 賜 つ た 山本 洋一 教授 に 対し 深謝 する 次 第 で ある . 


電子 敷 字 計算 機 に 於 けり る 準 標 準 方式 に 
計算 の 補助 ヤー ト 
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依る 学 動 小 敷 点 ” 


選 や 全 A 


Subroute on the Floating Binary System. 


BEEK SAO DALRSEDA 


In this note, the author tries to introduce some methods concerning to the floating binary 


system on the electronic digital machine. 


現在 の 電子 計算 機 に 於 て は , その ほとん ど 全 部 が 禄 準 
計算 方 式 2 を 用 いて いる . し た が つて 浮動 小数 点 方 式 を 
行わ や せる た め あめ に は 補助 ー ト を 用 いて 計算 する ほか は な 
Wn 

当 動 小数 点 方 式 を 巧み に 行わ せる た あめ に は , 予 あ と の 
ど と を 予想 し て , それ に 好適 な 面 数 数 字 わ や を つく つて 
く ぐ 事 が が 望ましい. また 和 宛名 形式 や る 重要 な 因子 と な る 5. 
世 か ( 衝 蘭 ここ で は は, 親 か よう な 幸運 0 を 期待 補 ず ) 
般 的 に 見 た と き の 考 え 方 に 従う . し た が つて 電子 計算 潜 
に 要する 指令 の 数 その る の に な は 特別 な 注意 を 払 わ ず 5 一 
般 的 に 考え る 事 に する . 

三 進 湊 を 採用 する と で 三 数 7 ア を 


X=Xo2, Y=Y,2° GS 
と し , Xo, Y。 は 。 共に テン | ズ 。| |Y。 < 上 進 浴 ) 


SU RE 人 進 送 e200 
きる る と 基 適 味 天 る る る と 


で お る と する 
a OR 


る Xo Ya を 1>X。 |Y。 > と て 二 進 湊 ) 即ち 0.1 


…… ( 三 進 潜 ) と いう ぅ 形 を と ら せ る と と る 出来 る すれ ど 
る も , 加減 洗 に 於 て で て は, 一 桁 の overflow が 起り 得る と と 
を 考 き で , 三 進 潜 で 表現 し で て 0.1 X。|, |」 ア Y。|0.01 と 
し で ぉ いた 方 が 得策 で ある . 

さき で 普通 選 は が 和光 


の 数 が , 貯蔵 中 の 相 接 続 ず る 移 名 % 3 

群 誠 和信 つろ で いる まう ある ok Bs 

い . 例え ば 数 値 に 貯 蔵 宛 名 200 以 上 = 3 

を 用 いる と する と き 第 1 表 の よう 

に 祥 で で OES る. LE a Rib = 
第 1 素 


補 且 ー ト を 用 いる と き に は , そ を 


専任 講師 


二胡 


れ に 簡便 な 一 方 法 と し て は な , 操作 すべ き 二 数 ( 四 移 名 を 
る つ ) を ある 固定 し た 貯 蔵 郊 名 に 一 座 呼 出す と と で を 
る . いま その 固定 貯蔵 郊 名 と し て 40 代 を 用 いる と し , 
か つ 二 宛名 形式 を 用 いる と し て の 


A0200 C0040 
A0201 C0041 
A0202 C0042 
A0203 C0043 


と し て # ぉ と 5 う . また (1) で 与 そ を られ る 三 数 の 演算 結果 
ググ を 


=Zo2” 旬 テテ (%) 
SE 
加法 計算 方 式 と し て 
P29 0 の とき | P<Q @ と き 

20 XIN 
VR RD Xo 上 X。 三 23 
トム = ニ た S+Q=R 

答 Ts 容 a 


を 用 いる と と に する . 

と の と き flow system の 一 形式 な 第 2 表 の 通 0 

と れ に よる 電子 計算 法 の 実際 の 様式 の 一 つ は 次 の 通 
で あぁ ある. た だ し と と で は 汐 の 者 数 数 字 を 用 いる . 

(Cm) を 某 蔵 宛名 の 肉 容 . C4) を 加算 器 の 内 容 , CD》 
を 乗法 用 (及び 比較 用 ) レジ スタ ー の 肉 容 と する と き , 


4m) (Cm) を 1 に 加 さ きよ ぞ る の 結果 は 4 に 
(mm) は ZZ にせ 残さ きれ で ら に る 9 

Bm (4) を 突 に せよ . そし で て で 後 (m) を 4 に 豆 け は 
(Cm) は ZZ に も 残さ れ で いる 

Cm 


(4) を に ぅ つじ て (4) を 空け 


10 


A 
NE EE 


疾 玉 て 4) を m に うつ し て C4) を 容 に せ はず に ぉ け -. 
押 K ッ 7 4) を と に け . 4 を 容 に せよ . 


ョ 人 ハム!'zm 人 ム zm と 禁 似 > その 相 


Lm Cm) を エ に おぉ け . 
妥 47 Cm) と (LD) と を か な か なけ よ . それ を ある 桁 数 で を ま 
る あて その 結果 を C4 う に 加え よ 。. 
Qm CA)=CL) な ら ぼ 制御 を 如 に ぅ うつ そ せ . 
Sm (Cm) を (C4) か ら 弓 | け . その 結 条 は (4) に 
本 た ぶ に る (mm) が 残 る . 
四 m CA) 人 (CD) な る と き は 指令 を へ . 
六 ヵ zm 4 の すべ て の 桁 を , 符号 を る 込め て で て? ヵ 術 左 に 
つ そ を る. 個 の 左 の 桁 な 消失 する . に は 無 
闘 係 . 
nm 4 の すべ て の 許 を , 符号 を る 込め あて ヵ 々 析 右 に 
ぅ つ を を 。 ヵ 価 の 右 敵 の 析 な 消失 する . 吉 に は 無 
関係 5 
異 点 は な と の 指令 な 符号 
の 柏 を か えな いこ と と で ある . 
- ‘nm Rm と 矯 似 , その 相 異 吉 は と の 場合 は 符 馬 の 
和 桁 を 誠 え な いと と で ある . 


指令 用 錠 値 宛名 と これ に は ーー つの 滞 立 な 指令 コー ド を 
用 ひで る よい が , いま 40 一 50 代 を 用 いて 下 の 如 くし で 
く 。. 


0040 | 


pe 
0041 gE 

0042 4 

0043 Q 

0044 4 

汐 放 時 航 時 蔵 に も 転用 
0046 | 000000  . "00000 | 衝 移 動 用 指令 作 笛 用 
0047 | (000000 000000) | S の ヵ タ シン ター, 初 あ 0 


0048 | 025000 000000 | 補 ( 二 進 波 0.01) 

0049 | 000000 000001 

0050 | 000002 000000 | 
1 050000 000000 | 月 (一 進 波 0.1D 

0052 000000 000002 ; 


加法 補助 ルー ト と の 福助 ー ト の コー ド 交 字 を 4 
で 示す て と れ に 反し て 上 述 の 指令 用 数 値 宛 名 故 な 瑞 只 の 
ーー ポス を お こと と ど に する の も むる 


宛名 | 指 令 | 人 解 で 本 


0000 | 40016f C00284 | 0016 が の 内 容 は F0002 と 
| 「 し, AF ガリ を か だ ち 
| くる も る の と する 1 め . 


0001 | 40041F Zz0043FF |P ア と @ と を 比較 する . 
0002 | 000000 T0008 | PQ な ら ば ぼ 6008 へ 


0003 | B00114 だ 0052F | 変数 宛名 を 放 整 し て , 000& 
0004 | C00114 400134 | 以下 の 電子 計算 潜 が 用 いら 
0005'| Zz0050F C00134 | れる よう ぅ に する 

0006 | X0000F A00214 

0007 | C00214 000000F 


0008 B0041F S0043# | Pー9Q の 計算 

0009 「 人 10000# .10000F | | アー9Q| の 計算 

0010 | 人 40000#r 40046f | | アー@| な る 橋 迷 だ け 右 に 
0011 | C0012.4 寄せる 指令 を 製作 し て 0012 


と 送 


4(0042 の F『 | て う を 附 し た る の は 卒 数 搭 
令 を 示す -. a 呼出 し 
0012 | C EE 
0013 | 4(0040『) 責 0044 が | Xo 圭 Y。' の 製作 。 それ を 


が , 加算 器 に る と の 数 は 紙 
CS 


0014 | 人 10000# .10000F | |X。 上 + ア Yo。′| の 作製 
0015 | T0048F T00204 | Xot Yo >0.01 な ら 20 へ 


0016 | B0044F ハ ’10000 
001 | C0044F A0047F 
0018 | S0049F C0047F 
0019 | 40044F U00144 


Cy = 


= 


228 ' 日 本 大 学 工 学研 究 所 工 報 


0020"| L0051F 7T/00234 | :| Xo。+Y。/ | 三 進 法 0.1 よ りら り 
大 で ある か どう ぅ か る が テス ト 


され る 1 


©021 | 4(0041)F 40047F | と の と き は , すでに 2Z。 の 
作製 は すん で , それ は 所 竹 
の 0044 に さま つて いる の 
で あぁ ある か ら , 戸 だ け を 求 あ 
札 ば よい すなわち RRS 


る 

0022 | C0045F U00274 
0023 | B0044『7  . 710000 XX。 寺 Peo! を 呼出 し 一 桁 右 
0024 | C0044F に 送る . 

A0047F 
'0025 | 400497 C0047gp | ド S カッ ウン ター を 一 つ 増 す . 
0026 | 0000007 U00214 
'0027 | 000000m C0047F 
0028  ¢ < 


本 法 補助 ルー ト 乗法 の 補助 ー ト の ュー ド 康 字 を 
MM と し ょ うぅ. 上 取扱 5 二 数 を 加法 の と き な は な 同様 に 式 (DD 
で 写 療 られ リア と し じ し , 結果 は 式 ②「 で 与 を 々 られ る 
人 ら お る きす な わら 第 3 表 

FLEX YSZ 2R 
Ra 

乗法 に 於 て は , 標 准 方 式 で さ 
六 overflow は 起 ら な い の で あ 
る か ら , と と で る 全く その 心配 
は な い . 事実 

0.01>|X。 ア 。 |0.0001 
で あぁ る 且 進 湊 う 画 詳 言 す れれ ば 


P+Q-/ を 2 くれ 


XoYo を つく れ 


一 放 左 に 寄 革 よ 


その 六 対 値 を 207 と 
比較 せよ 


L a 
Wo Yes 

叉 は 0.0001, 0.0001.……. RR 
の 形 で を る . よ つ て 一 桁 破 に 寄 。 Lle 7 を 引け 
せる か , 王 桁 在 に 寄せ る か に よ 評 二 
つて 求 % る 結果 を 得る , ま よ つ で て 
その flow system の 一 つの 型 
は 第 3 表 に 示す 通り で ある . し 
た が つて その 電子 計算 法 は 次 の 通 9 


學 吉 | 指 ー 


令 | 解 説 
0000 | 40016#r C0011M | 主 ュ ー ス え 帰 選 用 指令 製作 . 
0001 | C0045 | 
A400417 | 
0002 | 40043m 80049? PQ1 の 作 映 
0003 | C0045m 0 RR 
L00407 


0004 | M0042F 

| 人 ム "10000 が | 一 桁 左 え 
'0005 戸 0044FF 人 へ 10000 が か 
0006 | .10000 L0048#F | 
‘0007 | 000000 T0011M | 


0008 | B0044F A10000F' 
0009 | C0044F A0045F 
0010 | S0049S C0045F 


0011 |C a 


除法 徒 助 ル ー ト 今度 の ュー ド 文 字 を 用 と し よう . 
X _ Xo2?-@ 


Yi 
に だ に 於 で 
10> Lo >0.01 
| Ko 
で あぁ ある, すなわち , 絶対 値 に 
eG ee a 双 は 0, 1--..-. の 
いづ れ か で ある 2 諾 の 7 だ 
overflow を 避け る た あめ, あ 
bm DA る を 一 桁 有 に よせ て 
= 2 で わる 


XーX。2P—X 2P+1 その 絶対 値 は ; r 
< く <0.17 か 


SE CS 


(一 進 添 ) 
第 4 表 


と な る . よ つ て flow system 

の 一 形式 は 策 3 表 の 如く な りら り , 

と れ に よる 電子 計算 潜 は な 汐 の 

ペペ 表 生 る る 二 大 だ Ee 
7m (A)>(L) な ら ば 指令 を 如 を 
の Dm (4) を (m) で 割れ 

と いう 5 覆 数 字 を 用 いる と と に する . 


爺 名 | 指 全 省 時 損 室 
0000 | 40016F C0012D 0008 000000F T0012D 
0001 | C0045F O000000F | 0009| B0044F  .100008 
0002 | A0041F A0049F | 0010| C0044F A0045F 
0003 1 S0043m C0045F |0011| 40049F C0045F 
0004 | A0040F .10000F | 0012 | D) 
0005| D0042F HO0044F | 


0006 | A10000F . 10000 | i 
0007| KO0000F A0051F | 


隔 記 本 稿 に 述べ た 浮動 小数 点 方 式 の 如き る の な は な, 現 
実機 が 目前 に あれ ば , 種々 の 工夫 る 簡易 化 る 実際 に は 行 
われ 得る の で あぁ る. と と で は な は, 要する に , 原理 的 解明 の 
ーー つの 試案 を 述べ た の で あぁ る. 問題 の 要点 な 「 和 人 間 詩 算 
機 」 乃 芋 な 「 脳 細胞 計算 機 ] と 「 自 働 計算 機 ] と の 間 に 
横たわる 計算 方 式 の 相違 と いう ぅ と と に ある . 自 働 詩 算 に 
於 て は Neumann 初 あ 多く の 学者 の 既に 注意 し て いる よ 
ぅ 5 に, 画定 小数 点 方 式 に よる 自 働 機 に 於 て は , 自 働 機 へ 
指令 (広義) を 入れ る と き , 数 学者 と し て 最 る 困難 な 任 
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事 の 一 ご は , いわ ゆる overflow の 問題 , つま り 「 海 れ 
出る か どう か を あら か じ め あめ 見 透 す 」 と いう と と で ある . 


| この 問題 な 今後 と る な 革 困 上 難 な 問題 の 一 つ で あぁ ろう 5. 洋 


動 小 数 点 の 問題 な , その 原因 を と と に 用 和 脱し て いる . 第 


一 火 大 戦 を 契機 と し て 発達 し た 強力 た 「 自 働 数 値 計算 


EE は 5 還 目 本 に 於 で て は) 其 だ し ぐ 立 ちや くれ で ちり, 今 
互 1952) 未だ 一 機 の 「 完 成 機 」 る 存在 し な い . か よう 
な 実情 の ぅ ち に あぁ を つて, 「 数 字 」 が 「 数 」 を 取扱 5 学問 で 
あり , 加え て で て 「 数 値 計算 」 な 数 字 の 応用 舞台 に 於 て は , 
最 る 重要 な 道具 の 一 つ で あぁ る 以上 , か か る 方 面 へ の 反省 
は , 一 つの 重要 な 問題 で ふろ うと 思う . 

1952. 11. 26 追記 う 
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l) floating binary paint, % レ し 十進法 を 用 いる な た なら 
ば floating binary point と な る . 

2) standard (calculating) system, それ は 画定 小 
数 点 方 式 Cfixed binary point system) で あぁ あり, か つ 
小数 点 は すべ て 硫 左 江 に ある る も の で ある . 

3) function digit 

4) address system 

5) 語 まな ちら 一 二 , 三 四 た どい づれ の 宛名 形式 
を 用 いる か で ある . 形式 と し て は 三 又 は な 四 和 宛名 形式 の る 
の 方 が が 望ましい よう で あぁ る. と れ ら の 実際 な 電子 計算 
機 の 一 般 的 使用 一 一 単に 浮動 小数 点 計 算 と い 3 見地 か ら 
だ け で な し じ し に ーー に よ つ て 決ま る 問題 で ある . 


| の それ を や る に は 上 述 の 現 数 文字 , 指令 形式 と の 園 
連 に 於 て 考え 々 る と と に な る の で ある . 


7) 一 宛名 形式 は 一 宛名 形式 の 重用 に すぎ ず , 最も 和食 
単 な 場合 の 一 つ で あぁ ある. 

8) Bloch, R.M., Campbell, R.V.D. and Ellis, 
M., The logical design of the Raytheon Computer, 
MTAC, 3, Oct.48, 286 一 95 参 昭 . 

う ぶ は 一 宛名 指令 の 間 4 に 呼出 され た 指令 を 保存 
し て ある 特別 な レジ ス え タ ー で ある . た だ し と れ は 必ず し 
も 必要 な る の で は な い . 

10) 主 指令 の 移 名 容 に 於 て 加算 補助 セー ト .4 を 呼 
出す と き に は 

000000 Am 

000000 U0000.4 
を 以 つ て する . と の と き 四 算 器 内 の 4m と , 加算 補助 
ー ト の 第 一 指令 の 前 半 40016 で 加算 器 に は UCm+2>〉 
が 構成 せ を られ, と れ が , と の 第 一 指令 の 後半 C00284 に 
依っ つて 28 番 に ぅ うつ され て , 補助 ー ト 完了 後 直ちに 茎 
指令 の 判 志 の 場所 に 戻る こと に な る の で ある . 

11) と れ は overflow を テス ト す る だ け で ある . 初 
あか が から 0 る Yo も 0 < | X05 Yo ミ 00e LS 
あぁ る し "一 方 加減 法 で は な 一 桁 の overflow 起り 得る だ 
け で ある か ら , と この テス ト で overflow が た し か あめ られ 
EE SO 

12) 和 標 共 形 式 に 於 ける 除法 が つね に overflow の 問 
題 に 悩 に 較べ て , と の 意味 に 於 て は 浮動 小数 点 方 式 は な 
大 な る 優位 に 立つ も る の と 云え る . 実際 標準 方 式 に 於 て は 
除 潜 の overflow は 価 桁 た 及ぶ か は 概念 的 に は な 云え ず , 
ーー コー デイ ング に 際 皮 て チ テ チェック な けれ ぼら 員 の 
で ある . 
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直線 義 に 於 り る 座標 の 選定 
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Coordinate Tetrahedron on the Rectilinear Congruence. 


By Kusuo TAKEDA 


In this note, the author developes various methods on the studies of the rectilinear congruences 


in the projective three dimensional space. 
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倒 次 元 射影 衝 間 に 於 ける 曲面 論 は な 1910 年 代 に , Wil- 
«czynski, Green, Fubini 等 に よ ょ つて 大 部 分 研究 され , 
- そ の 結果 は Fubini の 義 書 < シェ ッ ク と 共 散 ) [1]D と 
な つて あぁ あら われ た . 曲面 論 は な は その後 る 諸 学 者 に よ ょ つて 研 
究 せ られ た が , その 大 綱 な すでに と の と き に 出来 上 つた 
‘の で ぁ る 2. 

曲面 ど と は 7 い う まで る な く => 個 の 点 の 集まり で あ 
る . し か し 状 何 学 的 図形 を 構成 する 元素 は な る と より 点 と 
は 限ら な い . る し 点 の 代り に 直線 を えら ぶる の と すれ 
ば , oo の 直線 が 得 ら れる . と の 図形 が 直線 装 で ある . 

科 単 に いつ で て 直線 義 の 研究 な , 曲面 の 研究 より は る か 
に 困難 で あぁ る. と の と と は , 例え ば , 元素 と し て 選ば れ 
た 点 と 直線 と を 動か し >»「 個 の る の の 還 跡 を つく つて で 見 
"て も わかる. 元素 が 点 で を れ ば , 一 般 に な , 塞 間 曲線 
得 ら れる だ け で あぁ ある が , 元素 が 直線 の 場合 に は な , すでに 
一 つの 曲面 一 一 それ は 直線 を % る つて 織り な きれ た 曲面 一 
一 すなわち 線 織 面 や と な る の で ある . 

曲面 の 研究 方 法 に つい て は 贅 言 を 要 し な い . それ は 島 
: 続 的 に 点 座 標 , つま り わ れ わ れ が 普通 用 い 怖 れ て いる 方 
: 湊 に よっ つて 研究 を 進め あれ ば よい の で ある . し か し 直線 業 
の 場合 に な どう ぅ する か . 問題 は と とこ と から 出発 する . 

と れ を 明らか に する 第 一 の 準備 と し て , 既に 知ら れ で 
いる 一 つの 性 牙 を ま づ 明らか に し て 半 と 5 う . 元 来 c? の 
幅 線 が ある 場合 に な それ ら は 曲面 を 包絡 する . と の 曲面 


. 


を 焦 曲 面 と いう . それ は 一 ケ あ る と き と 一 ケ あ ぁ ある と き 
と あぁ る. そし て 焦 曲 面 が ーー ヶ の 場合 に な , 直線 半 を 構成 
する =2 の 直線 は な , その 曲面 の 一 族 の 滴 近 曲線 の 接線 の 
集 り で ある. と の 焦 曲 面 が ー ヶ の 場合 な 実は な 面白く な い 
の で 普通 は 取扱 も われ な い . 

その 理 下 な 簡単 で ある . すでに 述べ た と と か ら わ か る 
よう ぅ うに, 焦 曲 面 が ーー ケ あ る 場合 で &, 二 ケ ある 場合 で る , 
直線 藤 を 構成 する 直線 な 焦 曲 面 の 接線 で ある . 焦 曲 面 が 
ニニ ヶ ぁ る 場合 に は な , 直線 藤 は 第 1 図 で わか る よう ぅ うに, 直 
線 業 に 属す る 一 直線 » が 二 つ の 焦 曲 面 ど 。 及び S81 に 
2 点 4。 及び 4 で 接する と と に な る . と る ⑦② 接点 を を 寿 
線 » の 焦点 と 名 付け す る. 直線 » は と の 場合 , いわ ば , 
二 つ の 上 焦 曲面 の 「 橋 渡し 」 の 役目 を な し て いる と る も 考 を 
られ る . と と が 問題 の 要点 な の で ある る. 


と いう の な は, 元 来 直線 業 と い ぅ る の は , 実は , さき に 
坪 義 し た よう に , »3 の 直線 の 集まり と い 3 う 抽象 概念 か 
ら 出 発し た る の で は な く て , 二 つ の 曲面 の 対 座 に 対す る 
[「 く さび 」 の 役目 を 果す る も る の と し て 登場 し た る の な の で 
あぁ ある. その と と は 第 1 図 か ら 容 易 に わか る . 例え ば いま 
So。 を 基 浴 と し て 考え る . の カ の 。 を S。 上 の 曲線 で 4。 に 


* 本 研究 は 昭和 20 年 度 本 学 工学 部 研究 費 に ょ つて 行 つ た 研究 の 一 部 で ある 。 
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1) 本 論 六 に 於 て は , [ ] を 以 っ て 文末 参考 文献 の 番号 を 示す と と に する . 


2) その 細 論 は 本 稿 の 目的 で は な いか ら 和 省く . 
3) ruled surface 


4) focal surface 
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ee 


直線 業 に 於 ける 座標 の 選定 "29? 


共 て で て ヵ p に 接する る の と し , いま 4。 が の D。 に 漆 ヵ て 動 
いた と すれ ば , それ に 対応 し て ヵ る また 動き , 従 つて 
放 S: 上 の 4: る 動き, そ と に 4 の 軌跡 と し て 一 つの 曲 
| 線 Co。 を 得る . か よう に 考え れ ば , 直線 業 と い ぅ る の は 
一 曲面 聞 の 対応 を 論ずる 場合 に は 必要 か つ 社 便 な ーー つ の 
補助 手段 と な る の で ある 5P. と と ろ が 焦 曲 面 ー ケ 
し か な い 場 合 に な, と の よう な と と は いえ ない , 詳 言 す 
れれ ぼ ば 例え ば 焦 曲 面 ど 。 上 の 一 族 の 潤 近 曲線 を 考え , その 
接線 を と つた 場合 に は 第 二 の 焦 曲面 ど , は な 形成 され な い 
(前 述 ) の で あぁ る . と の 理由 か ら 一 一 直線 療 を 発生 的 に 
し た 場合 に は つの 焦 曲 面 を る つ 直 線 半 は な 研究 
の 対象 と は な な ら な い の で ある . 
| さて 上 に , 二 曲 面 間 の 対応 と いう と と を 述べ た . し か 
直 線 開 自体 を 考え る . と いう 3 場合 に な, 別に 二 曲 面 の 
対 店 と い 5 と と は 直接 の 問題 で は な い . し か し , 更に 考 
有 有 を で 見 れ ば , と の と と は 実は 重要 な 示唆 を 与え る の で あ 
る . と いう の な は な , 直線 業 自身 を 研究 する と いつ て る も , 研 
塞 の 手段 と し て は , すく な く と る 研究 の 初期 に 於 て は , 
訓 座 標 よ ゥ り 出発 な ね ば な ら ず , と いう と と は な , 一 つの 焦 
曲面 , 例え ば ぷ 。 を 基幹 と し , その 上 に , すでに 得 ら れ 
| てい る 曲面 上 の 性 質 , 基本 量 を 現 使 し て 調べ て 行く , と 
用 いう ぅ ほか 手段 が な か つた の で ある . 
以上 述べ 来 つ た と と ろ は , 甘 だ 簡単 な こと で あぁ る. と 
れ を 点 座 禁 だ け に 終始 する 点 幾 休学 の 見 地 か ら 見 れ ば , 
いう ぅ に 足ら ぬ と と な の で あぁ ある. し か し 直線 療 の 如く 直線 
林 何 学 を 又 扱 5 場合 に な る と 事情 は な 全く 一 変 す る . 直線 
| 襲 何 学 を 点 座標 に よ つ て 研究 する か , 直線 座標 に よ つ て で て 
有 | 研究 する か , その [方 法論 」 の 相違 令 研 究 の 限界 と 大 き 
1 < 作用 する の で ぁ ある. と の 実際 を 次 節 に 於 て 明らか に し 
に の 


i 従 挫 の 諸 家 の 方 法論 
射影 微分 栗 何 学 の 範囲 た 於 て , いそ を ば, 直線 業 論 を 最初 
選手 蘭 け た る の は Wilczynski (1952) [2], 次 で Green 
<1919) [3] で あぁ る ら P. 彼 等 は な 三次 元 の 点 座標 に 終始 し て 


1 


ee 


いる . 直線 の 性 邊 の 研究 に 点 座標 だ す を 用 いた 場合 の 研 
完 の 限界 は 知れ た も の で ある . と の 最 る よい 実例 は 
Wilczynski 流 の 方 法論 を その ま \ 三 十 年 後に 適用 し た 
了 Hsiung の 研究 [4] に 於 て 明 上 に 見 る と と が 出来 る . 彼 
の 研究 は すぐ に 行き づま つた の で ある の ハ ,. し か し 一 つの 
焦 曲 面 上 の 点 座 標 を 主体 と し で 出発 し で る , それ か ら 容 
上 易 に 直線 座標 に 変更 し て 研究 を 進め る と と る 出来 る . と 
の 方 法 は 既に Wilczynski, Green と 同上 財 代 に 進 あ られ 
た Fubini の 研究 [1] 第 二 巻 所 載 )〉 に 始ま る . と れ は 
初歩 研究 だ る が, 次 で , 別個 の 見 地 か ら と の 方 法論 を 用 い 
て 研究 を 進め た る の に Godeaux (1934) [6] 及び 彼 の 弟 
子 Rozet の 一 連 の 研究 が ある [7], [8]8, [9]8, [10], 
[11], [12]. 現在 まで の と と ろ , 著者 の 方 法 (次 節 ) を 
除い で な は な Rozet の 方 法 が 長 る ま と ま つ た る の で ある 
性 か 公 ) 生 これ らら の 太 半 る ある 種 訂 で 条 き る まる ee 
うぅ う の で あぁ ある. その 理由 な, 直線 座標 を 用 いる に し て る , 
始 源 的 に は 必ず 一 方 の 焦 曲 面 を 基 准 と し て 出発 な ね ば な 
ら ず , し た が つて , 他 の 焦 曲 面 に つい て の 基本 © 量 等 な 極 
あめ て 複雑 な る の と な り , 和 容 易 に 性 夏 の 織 得 を 許さ ぬ に 至 
る か ら で あ る . GodeanxーRozet の 方 法 る 3 Suite de 
Laplace に 最適 で あつ て る も, 二 台 と な つて いる 最初 の 直 
線 藤 の 解剖 に 非力 で ある の は な と の 故に よる . 

と れ ら の 研究 と 前 後 し , と と に Fubini の 研究 や (1924) 
[14] に 刺 戦 を られ て 出現 し た Finikoff の 研究 1927 一 
S289] 205 凍 2 加計 2 E23 る 
ら の 5 うち congruences stratifiables を 論じ た [18] 
その 中 核 を な す . Finikoff の 座標 の 選定 な 直線 を 主体 
と し て 両 焦 曲面 を 平等 に 論ずる と と の 利点 が あり , と の 
意味 で は 上述 の 諸 潜 より ゥ 一 つり 飛躍 を な し た も の で は あ 
る が が, 一 つた に は 点 座 標 に 終始 し て で て いる と と と , 他 の 一 つ 
は , 直線 姜 研 究 の 初期 段階 で あぁ る 曲面 の 対応 に 研究 の 重 
点 を お いで て ある 以上 , その 収 江 な 一 般 直 線 業 の 研究 か ら 
見 れ ば , 極 あ て 限ら れ た る の と な る の ID. と れ ら の 期間 
中 , 人 ほぼ 同様 な 手 潜 に 終結 し , 座標 の 選定 潜 に る 相似 た 
る の な が ら , 直線 業 の 射影 的 線 元 素 を 発見 し た 1 の Ter- 


5) と る 最適 例 を W 線 姜 に 於 て 見 る . 


6) その 他 Fubini の 研究 が あり , と れ は [1] の 第 一 巻 に まとめ られ て いる . 
7) の みな ら ず 彼 は な 閉 者 [5] の 既に 閉 者 の 得 た 性 匠 (1938) を 知ら ず に , いく つが 出し て いる . 


8) それ に 関連 し て Su の 研究 [13] が ある . 


9) Fubini 自身 は 晩年 に いた る る も (1943 牙 ), 1920 年 代 の 手 潜 を 脚 脱 せ ず W 線 業 の 研究 に 終始 し た. 


[15], [16] 参 妥 。 
10) [21] の 研究 を 除く . 


11) statifiable の 直線 姜 研 究 上 に 於 ける 特殊 地位 に つい て の 論 は 別に 行う と と に する . 
ーー 
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racini (1933) [23] の 功 貫 を 挙げ な けれ ば な ら な い . し 
か し 彼 の 研究 は 直ちに 限界 に 達し , Terracini は 直線 識 
の @ 興 味 を 余る で 公 宋 っ だ | 

か よう に 1929 一 34 頃 は 直線 開発 達 の 第 二 期 と る 征 さ 
れ , 種々 の 研究 を 生ん だ が , と れ を 既に 当時 一 応 の 完成 
を 見 て で いた 曲面 論 (例え ば [25] を 見 よう) と 較べ る と 問 
題 に た な な ら な か つた 9, 

著者 な 1938 年 か ら 以 上 の 諸 研 究 と は 全く 別個 の 見 解 
に 立ち , 三 次 元 直線 座標 か ら 出 発せ ず , ま づ 三次 元 直 線 の 
集まり の 像 で ある 四 次 元 二 次 面 を 去 次 元 容 間 に 考え 1 や , 
坪 次 元 に 於 て 座標 を 構成 し , 炊 ぞ で と れ を 三次 元 に 引 l 戻 
し , その 上 に 立つ て 直線 業 の 研究 を 進め あめ た [24], [25], 
記 01 放 仙 革 [291 訂 き る の 労 法 は 有 科 単品 に 状 ば 7 三次 元 
の 直線 義 論 を 坪 次 元 の 特殊 曲面 論 に 置換 せん と する る ゃ の 
で は ある . 但し 考 を で いる 完結 の 問題 が 三次 元 で ある 以 
上 , つね に と れ を 三次 元 線 業 と の 関連 に 於 て 老 ふ え ね ば な 
ら ぬ と と ろ に 研究 の 特殊 性 が を ぁ る . 本 研究 の 方 法 に 依る 
%, 自ら 限界 な ある が が, 従来 の いづ れ の の 方法 より る 広い 
視野 に 立つ と と が 出来 る . こと に 曲面 論 の 場合 の 蘭 近 曲 
線 の 演ずる 基本 的 役割 に 似 た 直線 叢 の 主 線 織 面 の 実体 
は , と の 方 法 に よ つ て の み 得 られ る . 

著者 の 方 法論 

三次 元 空 間 に 於 ける 直線 に 属す る 一 直線 ヵ 及び 
それ を 媒介 変数 で 偏 微分 し て 得 ら れる Pz, 2Z2 の 像 を 均 
次 元 凌 間 に 於 て で 考え, と の 三 点 で 決 叫 する 平面 と それ の 
前 述 の 四 次 元 二 次 面 Q』 に 関す る 共 還 面 と より 成る Q4 
の 接 超 平面 外 に 一 点 ps′ を と り , 亜 超 平 面 の p1222s^ 
の Q@4 に 関す る 共 国 が Q4 と 変わ る 一 点 を の Zs, PZ4 と 
し , 更に pps′ の @4 と の 交点 (p を 除く 〕 を ps と す 
る 計 こ うら て 示 炊 元 年 間 に 6 点 57 21, ZD2) 55 PD4, D5 
"を 以 っ て 座標 を 構成 し (計算 細 論 略 ), か か る 基本 的 の 座 


論 に た つと き , 最も 必要 な と と は 均 次 元 曲 面 論 に つい て で 
の 研究 % 々 の 反省 で , と これ に つい て は Segre, B.[29], 
BO Segre, CSN PZ Bompianii SS MIS4 
[35], [36], [37], [3], [33], T40] 及び Bompiani と 
Bortolotti と の 共 姜 [41], Terracini [42], [43] の 諸 : 
研究 は 非常 な 参考 と な る . 就 中 [41] は な すぐ れ た 去 次 元 
冠 間 曲 面 論 の 研究 で , 三次 元 直 線 は と の 曲面 論 の 特殊 
研究 と し て の 立場 に よる と いう と と る 出来 る . 


許 取扱 5 容 間 の いか ん を 問わ ず , 普通 「 何 学 ]」 と 
いえ ば 点 座標 を と り , それ だ け で 研究 を 進め て 行け る . 
本 放 置 頭 に 述べ た 三次 元 の 射影 容 間 の 曲面 論 ぶ が その 適 便 
で あぁ る 5. だから, 例え ば 多 次 元 空 間 に る また は 接続 裕 
間 に ゃ 容易 に 曲面 論 は 発展 する と と が 出来 た の で ある . 
と と で は 上 述 の 意味 の よぅ な 方 潜 論 な どの 反省 な 全く 必 
要 が な い . と と ろ が 直線 の 構成 する 図形 の 場合 は 事情 な : 
全く 違う . すでに 述べ た よう に , 三次 元 射 影 符 間 の 直線 - 
の 理論 る いま な 十分 で は な い ' と の 適 証 を 微分 林 何 - 
学 の 教科 書類 に 於 て 茎 に 見 る と と が 出来 る . 同じ く en 
の 構成 分 子 か ら 成 る , と いう 3 ぅ 理 下 で , 曲面 論 と 線 業 論 と 
が な ら べ て 拳 げ られ で て あぁ る る の に つい て 見 る と , 曲面 論 
の 完 壁 に 近い 記述 に 比 し て 線 葵 は な 甚だ みす ぼら し くさく, 
何と か 早く 逃げ 込 , と いう ぅ 調子 の る の が 多い. と れ ば は: 
直線 幾何 学 の 貧困 に ょ る . 即ち 方 法論 的 反省 が な か つた 
た め あめ に , 驚く ほど 僅か し か 進展 し て いな い 事 の 証拠 な の : 
で あぁ ある. 同じ く 三 次 元 冠 間 に 於 で る 線 筒 の は な いま で る 許 
と ん さ ど 研究 が 出来 て いな い . 

また 本 交 で 問題 に し て いる 直線 藤 で る , 多 次 元 裕 間 , 
接 継 宰 間 に 於 する 研究 は 全く 進め られ で いない ,. 曲面 論 
と 対比 し て 非常 な 違い で あぁ る. し か る , 例え ば , 簡単 な 四 
火 元 塞 間 を と つて 見 で て る, 単に 点 座 標 だ すけ を と つて 研究 


を 進 % ゅ る 程度 で は 「 序 」 に 述べ た Wilczynski, Green. 


和 標 を Pliicker の 恒等式 に i 三次 元 座標 に 転換 (i 
それ を 基 座 と し て 研究 する . その 計算 は 前述 の よう ぅ うに, 
次 論文 に ゆ づ る が , と と に 重要 な と と は , か よう な 方 法 


の 研究 範囲 を 越え る と と は 到 度 出来 ず , 研究 な 直ちに 行 


き づ ま つて し じ し ま うぅ.。 と と に , 直線 幾何 学 の 研究 は な , 無 反 ! 
省 で る 進行 し 得る 点 幾 何 学 と な ち が つ て , 方 法論 的 反 答 " 


12) ki 
13) と の 他 以 上 の 研究 諸家 の 流派 (例え ば Finikoff) に 属す る 若干 の 研究 が ある が 主力 は 上 で 尽き で いる 。 


よ つ て で て を こと に 細 論 を 省 す る . 


14) 周知 の 通り , と れ は Pliicker (Phil Mag., 155, 


1865) の 研究 以降 よく 用 いら れる 一 般 的 手 潜 で ある . 


15) その 一 部 は 不 完全 な が ら Rozet の 研究 中 に も ある. 彼 は その 見 透 し は な か つた けれ どる . 


16) 曲面 論 は 平面 座標 を と つ で も" 


また 特別 な 場合 に は (特殊 線 筒 を 論ずる 場合 の 如く う 直線 座標 を と つ で 


も 研究 出来 る . し か し か よう な 研究 の 範囲 な 点 座標 に よる 曲面 の 研究 に 比較 し で て で , 極 で 狭 れ で あぁ ある. 


17) rectilinear complex 


= = 


ee eg 


直線 病 に 於 ける 座標 の 選定 4 
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が 何より 重要 と な る 理由 が ある . 
な 最後 に ヒ 一 つ 述 べ て ぉ きた いと と は , 従来 の 研究 に 


| 僚 て ゃ 線 藤 論 は 相当 に 調べ られ て いる の で は な いか , と 


\ 


\ 


いう と と に 対す る 反省 で ある . 論文 名 に ゃ 線 義 と 銘 打 つ 
た る の の 相当 の 数 に の ぼる の な は 事 央 で あぁ る. と と ろ が そ を 
の 大 部 分 は 二 曲 面 の 対 座 に 関連 し て 語ら れ , し た が つ で 
線 疫 が 話題 の 中 心 と な る . し か し , 一 般 線 義 論 か ら 見 
れ ば , 嘱 線 業 は 全く と る に 足ら な いも る の で ある .( そ の 解 
読 な 次 論文 に ゆ づ る ). で は どう し て そう ぅ いう ぁ ぅ 風潮 に な つ 
で いた か , と いう と , 従来 の 研究 が , 曲面 論 23 主 」 線 
藤 論 は それ の 研究 の 補助 手段 と し て 「 従 」 の 立場 に あつ 
た が 故に ほか な ら な い . 適 的 に いえ ば , 単に 多く ある 線 
疫 の 論 六 の 標題 だ け を 見 て , 内 容 を 精 造 し な いと と に 佐 
る 錯覚 な の で ある . 


な 旭 本 研究 に 於 て , ベル ギー, イタ リヤ (一 部 ) の 次 
坪 墓 集 に 当 つ て は , と と に 日 本 学術 会 議 の 世話 に な つ 
た ここ に 調 意 を 表す る . 1952..10; 5 
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線 業 の 共 暫 線 繊 面 


(1952 年 11 月 26" 日 受 理 ) 


fisy 田 楠 雄 裕 


, Conjugate Ruled Surfaces of a Rectilinear Congruence. 


By Kausuo TAKEDA 


In this paper, the author defines the conjugate ruled surfaces of a rectilinear congruence 
in the projective three dimensional space, and discusses some properties concerning them. 


著者 は な か つて で 三次 元 平 垣 容 間 に 於 ける 直線 業 の 研究 に 
その ゐ 基 本 標 構 を 導入 し り , また 直線 開 研究 上 に 於 ける 標 
構 の 選 冠 の 研究 上 に 及ぼ す 限 界 に つい て 論 及 し た 9, と 
と で は , と の よう ぅ な 標 構 を 用 いた と き に 得 ら れる 基本 的 
な か つ 簡 単 な ー つ の 性 牙 に つい て 述べ る . 

一 直線 p が 媒介 変数 xw, v の 画数 で あぁ る と き に は は, 
x 及び が 変 れ ば ヵ » は 直線 義 を 画 く が , いま 2 及び 
rz が u, % の 画数 で 与え そら れる と き 

Adu? +undv? =0 @5) 

] で 定義 そら れる 大 次 元 午 間 の 一 曲 線 を 像 や に ゃ もつ 三次 
元 の 図形 は 二 っ つの 線 織 面 と な る . と の 線 織 面 を 直線 
の 共 軒 線 織 面 と 定義 する . 

共 還 線 織 面 と 焦 曲 面 と の 関係 これ は 極 あ て 簡単 に 導 
出 出来 る . いま ?Cu, を 通る 直線 業 民 の 共 軒 線 織 面 を 
:, 戸 。 とし, uu 士 d@ 々 &, ? 十 do に 対応 する R11, 万 2 上 
の 一直 線 を それ ぞ れ ヵ を, 9′ と する . ヵ 2′ が 平面 ) p の 4 
? ヵ Ps を 切る 2 点 は それ ぞ れ 7。, 1 で 与え そら れる . 同 

様 に し て 9′ が 平面 Pp4,。 ZZs を 切る 一 点 は そ を それぞれ 


Tecdu+ C2], Fadu?+Fy2d0? +[3], 0, 
—H12dudv+ [3]) 
TC LCGiidu? +G22d0?) + [3], 
—H;2d0+[2], —Hi2dudd+ [3], 0) 
で 与え られ る . の oo, +, 1 を 4。 か ら 射 影 し た 直 
線 を そ を それぞれ to, 0, 4 1 と し , 非 調和 比 [pp4toto], 
E2s4] を 考え れ ば 直ちに 次 の 性 四 を 得る : 
定理 共 皿 線 織 面 の 焦 曲 面 上 に 於 ける 接点 の 軌跡 の 焦 
点 に 於 する 二 つ る の 接線 は 二 つ の 展開 曲面 の 有 反 帰 曲線 の 焦 
有 | 点 に 於 ける 接線 に よ つ で 調和 に だ 分 けら れる . 


特殊 共 皿 線 織 面 直線 業 の 直線 織 面 の うち 最も 特殊 で 


か つ 重 要 な る の は 

03=F,1du? + EF,2d0 =0 の ) 
及び 

04=Gi1du? +G22d0? =0 3) =- 


に よ つ て 定義 せら れる 共 軒 線 織 面 で ぐ で あ る . 簡単 の た あめ , 
前 者 を 共 軒 線 織 面 『, 後者 を 共 軒 線 織 面 G と 名 付け る . 
さき さて, 既に 得 ら れ て いる 性 質 と し て うふ , 焦 曲 面 の 潤 近 


切 線 の 方 向 は P11du タ F292d903 三 0 及び Gi1du?— 


G22d9v? 二 0 に よっ つ で 規定 せら れる . と の と と か ら 直 ち 
@ 

定理 共 軒 線 織 面 が の 焦 曲 面 ぷ 。 上 に つく る 接点 
の 四 跡 の 4。 に 於 ける 二 接 線 は な, S。 の 4。 に 於 する 洒 
近 切 線 に よっ つて 調和 に 分 けら れる . 逆 % また 正しい 。 す 
な わ ち こと の 性 は 共 皿 線 織 面 が の 特有 性 質 で あぁ る. 共 
皿 線 織 面 で に つい て で る 同様 で ある . 

さて 宮 スレ 吉 を 用 


OC 
4=F_ GL 


な る 性 質 が が 得 られ で て お りや, し か る 4 ロ 。.dudu* に 園 
し で は 次 の 如き 幾何 学 的 意味 が 考え られ で て いる うふ, 

直線 業 だ の 一 直線 p(w, ひ ) と それ に 無限 に 近い 一 直 
線 pu 填 du, vdv) を 考え を, 直線 » 及び 直線 p′ が 
焦 曲 面 ど 。 及び S1 上 の 焦点 に 於 ける と れ ら の 焦 曲 面 の 
接 平 面 に と 変 れる 点 を それ ぞ れ ア 及び @ と すれ ば , 非 調 
和 比 [4。4iPQ]+[4。417。' プ + '] は 不変 量 

44H GO 


を 主 億 とお る 無限 小 で 4 ある . 


* 本 研究 は 昭和 26 年 度 日 本 大 下 学 学 剖 研 究 費 で 行 つた 研究 の 一 部 で ある 。 
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の みな ら ず , 基本 標 構 民 。 より 三次 元 の 展開 曲面 媒介 
変数 標 構 Ra に 標 構 の 変換 を 行く ば 4=F'G +F GC. 
と な る 2%. 

以上 の と と より 直ちに 次 の 性 夏 を 得る . 

定理 共 罰 線 織 面 が と G と が 互 に 他 を 調和 に 分 つた 
あめ に は 


4=0 
な る と と る 必要 か つ 充 分 で ある . 
次 に Pp, dp, dp と P4, dp4, 9?p4 と の 関係 を 調 
べべ る と 
(p pa)=(p pa)=(dp pa4)=0 
(pp pas)=—(dp dp4)=(pz Cp) 
=F, 1du? + EF,2d0? 
で あぁ る か ら , 坪 次 元 に 於 て , 点 4 が 三 点 p, dp, dp 
の 深 替 する 平面 に 共 耳 で ある た あめ に は (2 の 成立 する と 
と 必要 か つ 十 分 で ある .。 すなわち 
定理 直線 4 が 線 業 に 属す る 線 義 面 護 の ヵ に 


涯 つて の 接触 半 二 次 面 の 母線 の すべ て に 交わ る た あめ に 
は , 戸 が 共 罰 線 織 面 が に 属す る と と が 必要 か つ 十 分 で 
ある ._ 

と の と と は 2 と 2Z4 と を 交換 し て 同様 に い を る . 
また 焦 曲 面 ど 。 の か わり に Ss に つい て 考え 々 れ ば , だ の 
か わり に G に つい て 全く 同様 に い ぅ と と が 出来 る . 


誕 及 び 文 献 


l) Takeda, K., On line congruence, I, TO6hoku 
Math. J., 44, 1938, 359—69. 

2 武田 楠 雄 , 直線 業 に 於 ける 座標 の 選定 , 旦 本 大 学 
工学 研究 所 葉 報 p. 14 一 18 

3 う それ ら に 関し て は , 上 記 誕 1D) 参 居 . 

4 同上, 記号 や 使用 する 式 の 導出 を , 湯 立た に 行う と 
と は 極 あ て 望ま し い が , それ に は 多く の 紙 数 を 要 す か ら , 
上 許 1) で 挙げ た 文献 の 肉 容 を その ま ヽ 音 用 する と と に 
する . 
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(1952 年 12 月 1 日 受理) 


On the Production of Saccharine 


了 下 抽 i 議 計 5 塚 計 本 
By Jiro AGAWA 
Tzum TSUKAMOTO 


The Chloro-sulphonization of Toluene changes the output of the Ortho-compound according 
‘to the change of the temperature, but Chlorosulphonic-acid and Toluene, at the rate of 3 to 1, 
at 15°C. below zero, still produced a reasonable amount of the output of the Ortho-compound. 
Next, the process by means of K。Cr。0;, when compared with that by means of KMnO,;, showed 
a higher rate of the output and proved also more economical. 


「 サ ツマ カッ リン 」 の 製造 方 法 は な , 隊 と し て Schotz( カ の の 
芦 潜 た よら り 行 つた 即ち 

C1) 「 ト ルオ オール より 「0- ト ルオ ー ル ・ ス ルル ラマ オク 
ョ リド 」 の 合成 . 

②_ [0= ト ルオ キー ル ・ ス ルフ オク セロ リド より 「O- ト 
ルレ オール ・ え スル フォ オア ミド 」」 の 合成. 

(③ [トル ルオ ォ オール スネ ルフ ラマ オア ミド 引 の 酸化 に よる 「 サ 
S05 ン ン の 合成 . 

但し , ③⑬) 行程 に た 話 て は , 青山 氏 の ⑦ の 方 法 を 取り , 宣 
クム 酸 カリ 潜 と 過 マ ン ガ ン 酸 カリ 潜 と の 比較 を 行 つ 
J 

81. 「 ト ルオ ー ル 」 より 「0O- ト ルオ ー ル ・ ス ルフ オ 
クロ リド 」 の 合成 . 

さて , Schotz の 方 法 に よれ ば , 0°C に 冷却 され た |[ ク 
ロー ルス え スル ラオ ォ オン 酸 」 を [「 ト ルオ ー ル .」」 中 に 滴下 し , 反 
』 座 温度 が 5°C 以上 た に ならない 様 に 注意 し , 「 クロ ョ ルス え スル 
ラオ ォ オン 酸 」 の 全量 を 加 を 終 そ を えて では な 人 ほ 冷 却 し つつ 数 時 間 
. 握 拝 を 続け る . 光 に 反応 液 を 水中 に 注ぎ て 硫酸 を 分 離し 
た る 後 , 反 遍 中 出来 る 微量 の - 及び P- 化合 物 を O- 化 
合 物 より 分 離す る た あめ に , 混合 物 を 12 時 間 強 く 冷 却 す れ 
ば [「P- ト ルオ ォ オー ル ・ え スル フォ オク ロリ ド 」 は 固体 と な る 表 , 
錠 を 遠心 分 離 か 濾過 分 離す る . か くし て O- 化合 物 の 油 
- 状 物 を 得る の で ある るる, Holleman and Caland3③ の に よ 
: れ ば , と の 油 状 物 は 39.5~12.52 の "P- 化合 物 を 混入 
し て お おり , Matthews and Strange の ① に よれ ば , 最 好 
CS EE TS 


Schotz に よれ ば , 12.52 以下 に P- 化合 物 を 引下げ る 
事 は 困難 性 が あぁ る と 云 つ て 居る . 併 し て 3.5°C で melt 
する 油 状 物 は , 12.52%2 の P- 化 含 物 を 混入 し で 居 る と 
云い , Holleman and Caland 両氏 に よれ ば , 3.6°C で 
凝固 開始 する 0- と P- 化合 物 の 混合 物 な は 11.32%2 の P- 
RN EE 

と の 他 の O-, P- トル オー ルレ ・ え スル フラ オク セロ リド の 分 
離 は な , P. S. Demezer⑤ に 依 れ だ ば , aliphatic 叉 は 
naphthenic series の 低 沸 点 炭 化 水素 に ょ り 分 離 出来 
る 守 る 記 司 る に る e100 の 0 
92~110 部 の [0= クロ リド 引 と 57~75 部 の [P= クロ 
リド を 得る と 云っ つて 居る . 

叉 藤井 潔 氏 ⑥Oe こ ょ よれ ば , [トル オール 」」10 部 か ら O- 
化合 物 と = 化 含 物 ど る 310: 衝 の 割合 で 出来 る どき 

青山 氏 の に よれ ば , 「 ト ルオ ー ル 1 mol と タロ ルス 
ルフ ラオ ォ ン 酸 mol 肖 と の 比 を か を る と と に より , O-, P- 
の 比 を 0.04・1 より 0b115: 1 中 物 かき ※ で 筐 補 民 


bd 


や る. 

然し な が ら 何 れ の 六 志 に よ つ て で も, 反 座 温度 に つい て 
詳細 な 実験 が な い の で , 反応 温度 に ょ る O- 化合 物 の 収 
量 の 変化 を 求め て みた . 

即ち 「 ト ルル オール 」 を 0°C~15°C の 温 鹿 に 冷却 し 
据 振 を 行い た る 「 ク ロー ル ・ え スル ラマ オン 酸 」 a 
反応 を 行 は せる . 滴下 終了 後 30~60 分 間 な を 一 15°C 
に 冷却 し つ ぃ 描 振 を 行い 反応 を 完結 せしめ る . 然 る 後 反 
座 液 全量 の 約 10 座 量 の 氷 片 中 に 反応 太 を 滴下 し , 酸 液 と 


* 目 素 天 学科 学部 工業 1 ヒ 学 科 助 
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「 ト ルオ ー ル ・ ス ルフ ラオ クロ リド 」」 を 分 離す る . 然 る 時 

は トル オー ル ・ ス ルフ ラオ クセ ロリ ド 」 は 百 色 油 状 物 と な 
り 器 恋 に た まる . と の 油 状 物 と 酸 液 を 傾 父 法 に より 分 離 
し た る 後 , 一 屋 夜 水 , 食塩 に より 一 15°C に 冷却 し , 「0- 
トル オー ル ・ ス ルフ オク ロリ ド 」| と, [「P- ト ルオ ォ オール ・ 
スル フラ オク ロリ ド 」 と を 濃 別 し , 油 状 物 の み を 取る . 反 
座 温 度 別 に よ ょ る 実験 結果 は 第 1 表 の 如く で ある . 


第 1 表 
OP トレ 
トル オ | ク ロロ ルス | 反 座 | オー ルル ・ 原料 に 対 オール ・ 
No.- ル | ラマ オン 酸 | 温度 | ネス ルタオ | する 収 率 ス ルフ ラマ キオ 
みり N RYE 
3) CO で (9) 
二 200 800 0 On E48 115 
» Z Z | 102 51 | 前 9 
8) z 5 Z 100 50 23 
4 を み 誠 起き 3 107 E53 110 
ち Z Z z 105 2 109 
oD クン 08 54 110 
7 5 109 | 54.5 107 
8 アア 2 1128 E56 109 
oe A AA IO 55 107 
10 上 Z 8 LF4 ET 108 
有 ググ 科 | 2 2 116 | 58 109 
jawioe 2 2 117 和 W568 111 
13 Zz = 130 65 123 
4 5 2 7 導 G3 120 
i Z 2 2 ST 655 122 
10 守ら 1S28 語 GO 126 
17 々 | 4 2 放 | 136 68 125 
8 | 7 STOTS 124 


第 1 表 に 示し た 実験 結果 より , 反 座 温 護 は な 0°C よ 
ー15°C の 方 が は る か に O- 化合 物 の 収 率 を 上 げ 得 る 
が 知れ る . 

次 に 青山 氏 の 方 法 に よる , クロ ョ ー ル ・ え スル フォ オン 酸 の 
量 を 変え て 実験 を 行 つ た 場合 の 実験 結果 に つい て 示せ ば 
第 2 表 の 如く で ある . 

上 記 実 験 結果 より 「 タ ロール ・ え スル ラマ オン 酸 」 の 量 は 
[トル オキ オール 」 の 3 倍 量 に で も ゃ なほ 売 分 な る 結果 が 得 ら 
れる 事 が 知ら れ た . 

82. [「0O- ト ルオ ー ル ・ ス ルフ オク ロリ ド 」 より , [0- 
トル オー ル ・ ス ルフ オア ミド 」」 の 合成 . 

「0- ト ルオ ォ オール ・ ス ルフ オク ロリ ド 」 を 約 3.5 倍 量 
の 62% NH4O 有 H 液 に 滴下 反 座 せしめ る . と の 時 の 温度 
は >?~10°C に し て , 滴下 終了 後 約 30 分 間 30~40°C に 


) 
事 


第 2 表 
ーー 
トル オク | 反 座 RS 
No. — 7 ォ ン 酸 え スル ラオ する 収 率 スル ラオ 
クロ リト ク グ 
®w) DCC EE Cg» 
19 | 200 600 0 82 41 131 
20 z 1000 2 83 41.5 120; 
21 Zz 1200 Z 85 42.5 124 
22 z GO = 3 101 50 旋 134- 
23 Z 1000 Z 107 うち 3 105 
24 Zz 1200 | 105 らち 2 8F 
25 2 600 [=10 ゴ +113 56: 108 
26 z 1000 z 109 54.5 97 


2 4 1200 Zz 抽 2 56 84 
28 Zz GOOTUE LS 113 ち 56.5 53 
29 Zz 1000 112 56 55 
30 Z 1200 Zz 114 i 54 
第 3 表 
O- トル O- トル 


了 き た 62 反 座 必 遍 終了 ニル ・ 
No. | スル ラマ ラオ NH4OH 温度 E スル スス 示 | 販 「 率 : 
ク e き RFR A 

(a) (3) CO) 9) (a) CBF 
130 393 eg 5 F30118 3 

85 TTC 35 83 97, 65: 
80 250| ヶ 40 71 88. 75. 
57 Te0HRS 32 56 98, 24- 


や の DM 


て 描 捧 を 続け , 反応 を 完結 せしめ ある . 但し, 反 座 時 に 旅 
て , 「0- ト ルオ ー ル ・ ス ルフ マオ クセ リド 」」 の 流下 速度 る と 
大 な る 時 は , アル ヵ カリ に 難 深 性 の 物質 を 得る . 実験 結果 
は 第 3 表 の 通り で ある . 

上 記 第 3 表 中 , No. 2 は 「 ト ルオ ー ル ・ ス ルフ オク we- 
リッ ド 」 の 流下 速度 大 に し て 出来 た 生成 物 で あ 9, 35°C* 
で 民 け る アル ヵ カリ に 難 深 性 , 酸 に 不溶 の 茶褐色 の 固体 で - 
あぁ ある. と の 外 の 実験 に で て る 少量 の アル ヵ リ に 難 落 性 の 園 : 
体 を 得 た . 

§3. 「0O- ト ルオ ー ル ・ ス ルフ オア ミド 」 の 酸化 . 

[0- ト ルオ ー ル ・ ス ルフ ラオ アミ ド 」」 の 酸化 は 従来 過 
マン ガン 酸 加 時 に 依る 方 法 で を つた が , と の 酸化 を 重 
= ム 酸 加里 に よる 方 法 に て 行い , 過 マ ン ガ ン 酸 加里 潜 と 
クロ ョ ロム 酸 加 里 法 と を 比較 研究 し た . 

即ち 過 マ ン ガ ン 酸 カリ 浴 に て は , 「0- ト ルオ ォ オール 
ルフ ラオ アミ ド 」, 基 性 加里 , 水 を 1:0.5:1.7 @ 比 に 又 
り , と れ 等 三 者 の 混合 液 を 30~359C 用 温 あめ ながら 過 マ ン 
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ガン 酸 カ カリ 1.5 億 (OR ンー 3 細 | 
= を 1 と し て ) を 徐々 に 加え , 反応 を 行 は せる . 反 座 終了 
: 後 , 反 座 液 に 亜硫酸 ツー ダ を 加え 未 反 庶 の 過 マ ン ガ ン 酸 
カリ を 誠 元 する . 然 る 後 マン ガン を 渡 別 し , 壇 酸 に で て 中 
=: 和 し て サジ ツ カ リ ン を 析出 せしめ あめ る. 

次 に 重 ク ロム 酸 ヵ カリ に 依る 酸化 方 法 は , 「0- ト ルオ ォ オー 
422 と レ ・ スル フォ オア ミド 」, 濃 硫酸 , 水 の 比 を 1:9:3 と し ; 
* 硫 酸 液 申 に 「O- ト ルオ ー ル ・ え スル フラ オア ミド 」」 を 接 入 し 
"て で て, 「0- ト ルオ ォ オール ・ え ルフ ラマ オア ミド 」 の 硫酸 懸 濁 液 と 
し , と の 液 中 に 重 ク ロム 酸 カ リ 2.5 倍 量 を 40°C 肉 外 に 
~ て 失 持 し な が ら 除 々 に 加え , 酸化 を 行 は せる . 酸化 時 間 
: は 2 へ 3 時 間 で 終了 する . 反応 終 了 後 全量 の 約 5 人 税 量 の 
- 水 を 加え て 酸 液 と 不 深 性 サッ ヵ ぁ リ ン と を 分 離す る . 濃 別 
= 後 不 凌 性 サッ ヵ r リ ン を NaOH 102 液 に 芝 解 し , 然 る 後 
「 塩酸 で 溢 填 し , pH8~7.5 の 点 で 1 時間 内 外 置 し , ク 
スム を 吸着 せしめ あたる 後 , 濾 別 し , 濾液 を HC1 で 酸性 
2 座 と し て サ ツ カ リン を 析出 せ すし あ る . 

な ほこ と の 宣 ク = ム 酸 カリ 深 に で 硫酸 液 中 に 「O- ト ル 
オー ル ・ え ルフ オア ミド 」」 と 宣 ク = ム 酸 カリ と の 混合 物 
: を 掲 振 し な が ら 除 々 に 加え , 酸化 せしめ ある 方 潜 を る 行 つ 
: た た . 実験 結果 は 次 の 第 4 表 の 如く で ある . 


第 4 表 
- O- トレ | サッ 
= | 酸 化 剤 カリ 
No.| ス ルフ マオ | 温度 ン 収 | 収 率 
Ep | 量 
K。M N 埋 
CS Se i a OCS 
l 50 |35~,40 75 | 26 553 
2 Z Z Z Z Z nS2 
conc 
K,。CrO4| H。20 HS 
“3 38 |40~41 100 100 35.5 93, 4 
.4 10 |39~,45 2 30 90 9.2 92 
5 ラ 30 135~,39 76 90 210 | 24.2| 80.5 
6 10 9 es) 30 90 SS OS 
6 Z z 20 4 Z 8.9| 89 
8 Zz Z Zz Z 2 8.1| 81 


上 記 実 験 中 No. 2 は 亜硫酸 ツー ダ を 過 午 に 加入 し た 


る に つき , 収量 が 非常 に 滅 少 し た る の と 選 は れる . 叉 
No. 5, 6 の 実験 は 「0- ト ルオ ォ オール ・ え スル フォ オア ミド 」」 
と 軍 ク = ム 酸 カリ と を 混合 し て . 硫酸 液 中 に 投入 せる 方 
法 で ある . な ほ 酸 性 酸化 に 於 て は 酸化 時 に 多量 の 気泡 を 
放出 する に より , 酸化 剤 の 投入 は 困難 で ある . 

以上 の 実験 より 次 の 様 な 事 を 知り 得 た . 過 マ ン ガ ン 酸 
カリ 法 よ め り 軍 ク ョ = ム 酸 カリ 深 の 方 が が 作業 が 容易 で あぁ る 
事 , 但し , 精 鑑 の 場合 重 ク = ム 酸 カリ 深 は 酸化 後 ク ロー 
ム の 除去 が 非常 に 困難 で あぁ る 為 精製 に 困 点 性 が ある 、 有 又 
重 ク = ム 酸 ヵ リ 深 中 , 酸化 剤 と 試料 と を 混合 し た る る の 
は , 試料 の 懸 濁 液 た に 酸化 剤 を 入れ る 方 法 よ め 収 量 が おち 
る 事 等 で ある . 


8§4. 者 察 

記 ド オー ルル 」 より [サッカリン を 合成 する に は , 
上 記 実 験 より 知れ る 如く , 第 一 行程 に 愉 て は , 反 座 温度 
ー15°C な る 時 O- 化合 物 は 良好 な る 収量 で 得 ら れる . 
第 二 行 程 に て は , 反 座 温度 及 反 応 終了 後 の 温度 は , それ 
ぞ れ 8°C, 30°C の 場合 が 収量 が が 良く, 第 三 行 程 に て は 
重 ク = ム 酸 カリ 法 中 , 試料 を 硫酸 懸 准 液 と し て 行 つ た 方 
潜 が より 良好 な な る 結果 が 得 ら れ た . な ほこ と の 方 法 に よ 
る 「 ト ルオ ォ オー ルル 」 より 「 サ ッ ヵ ゥ リン 」」 る ゐ 収 率 は な 59.3 
で 従来 行 は れ て 来 た 方 法 よ り も か な り の 収 率 を 泥 さめ 得 
だ た と 考 ぞ る 
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